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平成２９年度事務事業評価及び特定分野評価に係る改善計画書

ファミリーサポートセンター事業費

子育て支援課 志村　修

事業の目的と実施内容

地域において育児の援助を受けたい者（依頼会員）と育児の援助を行いたいもの（提供会員）を組
織化し、地域において会員同士が育児に関する相互援助活動を行うことにより、仕事と育児を両立
できる環境を整備するとともに、地域の子育て支援を図ることである。

町は、センターの事務局として、会員の募集及び登録、会員の相互援助
活動の調整などを行っているものである。

１　評価結果及び町の最終方針

今後の方向性に係る意見等（最終） 評価結果を踏まえた所管課の対応案

所管課の方向性のとおり

町広報紙やホームページへ掲載するとともに、本事
業の会員対象となりうる利用者がいる施設、団体を
ピックアップし、資料の配架、また周知活動のお願い
をする。具体的には子育て支援センターでは資料を
配架し、当センター利用者へ周知をしていただく。放
課後児童クラブ、幼稚園では、全児童（児童クラブは
利用対象者の3年生までの子どもがいる世帯）への
資料の配布、また町内で子育て関係のサポート活動
をしている団体「とまり木」においては、資料を配布
し、情報の発信や、事業に興味がありそうな方や関
係団体への周知をお願いするなど、多くの方に本事
業の周知ができるよう努めるものとする。

町の最終方針

町広報紙やホームページへの掲載のほか、子育て支援センター及び関係団体
等を通じて資料を配布するなど、積極的に周知を図るとともに、提供会員の確保
方策についても検討を行い、平成30年度以降、順次改善する。

２　町の最終方針を実施するための具体的な方法

項目名 具体的な改善等の内容

改善内容について検討 提供会員確保方策の内容について検討

相互援助活動を行うことが、地域の子育て支援に繋がるため

配布資料等準備 各関係団体に配布する資料等の準備

町民周知 広報やＨＰで周知をはかる

提供会員の確保方策の実施 確保方策の内容について、実施する

４　経費等の見込み

事業費（予算）　単位：千円

概算職員数　単位：人

３　改善後の事業が目標とする成果
指標の名称

※原則として評価時と同一

活動実績数

目標とする成果の設定理由



工程名 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

課内部での検討

資料の印刷等

広報あいかわ・ＨＰ更新

配布資料等準備

町民周知

提供会員の確保方策の実施

５　改善等工程表
項目名
（２　町の最終方針を実施するための具体
的な方法と一致）

平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度

改善内容について検討


